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（Stoffers, Völlm, Rücker, Timmer, Huband & Lieb, 2012）。また、DBTのほかには、実証的な研究が行わ
れているものとしてメンタライゼーション療法（MBT）、転移焦点化精神療法（TFP）、スキーマ療法（SFT）、
Systems Training for Emotional Predictability and Problem Solving（感情予測と問題解決のためのシス





学のNancee Blumらによって開発されたBPDに対するグループトレーニングプログラムである（Blum, Pfohl, 




の治療を変更する必要がない（Black et al., 2004）。さらに、STEPPSは、すでに治療者にとってなじみが
ある心理療法の理論や技術により構成されている（Black et al., 2004）。よって、DBTとは異なり、治療者
の特別なトレーニングや資格も必要とされていない（Blum, John, Pfohl & Black, 2017）。なお、STEPPS
は米国薬物乱用・精神衛生管理庁（SAMHSA）が作成したデータベース（National Registry of Evidence 
























設などさまざまな現場で用いられている（Blum et al., 2017）。
３．STEPPSで学ぶスキル




John, Pfohl & Black, 2017）。
















































































Evaluation of Severity over Time：ボーダーライン重症度に関する継時評価尺度）（Pfohl, Blum, St. John, 
McCormick, Allen & Black, 2009）という尺度を用いて評価する。BESTは、“思考と感情”、“ネガティブ
な行動”、“ポジティブな行動”という 3 つの下位尺度からなる。介入開始時から毎レッスンの得点の変動
を評価するために開発されたものであり、ここ 1 週間あるいは 1 か月について、自分の感情のコントロー
ルがうまくできているか否かを客観的に知ることができる。また、BESTスコア記録表を用い、毎回の得
点の変化を視覚化して把握することができる。なお、BPDの診断基準を満たさない人を対象とする場合
は、ボーダーラインという用語を使用せず、項目の表現を修正したQuEST（Quick Evaluation of Severity 
































図１ 感情強度記録シートの例(Blum et al, 2012 より翻訳して引用) 











研究に次いで多くの人数を扱っている（Blum et al., 2017）。非対照試験の結果についてはBlack, Blum & 
Allen（2017）を表２に引用した。これまで、アメリカ、オランダ、イギリス、イタリアで実施されてい






表２　BPD患者に対するSTEPPSの非対照試験の結果（Black et al., (2017)より翻訳、改変して引用）





Blum et al. 2002 アイオワ 52名 94% 33歳 ↓BDI，↓BEST，↓PANAS-ネガティブ感情 Scale
Freije et al. 2002 オランダ 85名 91% 32歳 ↓SCL-90下位尺度（うつ・不安・対人過敏），↓一般症状尺度（General Symptom Index），↓BEST
Black et al. 2008 アイオワ 12名 100% 35歳 ↓BDI，↓BEST，↓PANAS-NA Scale
Harvey et al. 2010
サセックス
イギリス 38名 84% 37歳
↓BDI，↓BEST，↓PANAS-NA Scale，
↓自殺関連行動
Bocallon et al. 2012
ミラノ
イタリア 20名 85% 47歳 ↓自殺念慮，↓入院率
Black et al. 2013 アイオワ 77名 82% 31歳 ↓BDI，↓BEST，↓PANAS-NA Scale，↓規則違反
Alesiani et al. 2014 ミラノイタリア 32名 81% 44歳 ↓自殺念慮，↓入院率








Bos、 van Wel、 Appelo & Verbraak（2010）では、79名のBPD患者をSTEPPS＋通常治療群（N=42）と
通常治療群（N=37）に無作為に割り付け原版を修正して18レッスンとした、STEPPSの効果を検証した。
STEPPS群では、通常治療群と比較して、BPD症状が有意に軽減するとともに、生活の質が顕著に改善し
ており、その効果は半年後のフォローアップまで維持されることを明らかにした。さらに、Bos, van Wel, 
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